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【用語定義】
本資料で使用する用語について、以下のように整理して説明を記載します。

No 用語 説明

1 障害審査支払等システム 障害者総合支援給付審査支払等システムのこと。国民健康保険
中央会が開発する、給付費等の審査支払に関する事務処理の効
率化と平準化を図ることを目的とした、全国の国保連合会で稼
働する標準システム。

2 地域生活支援事業支払等
システム

地域生活支援事業サービス提供実績記録票を電子化対応し、大
阪府国民健康保険団体連合会（以下「大阪府国保連合会」とい
う。）に提出することで地域生活支援事業明細書との突合
チェックを実現するためのシステム。大阪府国保連合会の独自
システム。

3 地域生活支援事業実績記録
票入力ツール

地域生活支援事業支払等システムの内、事業所が大阪府国保連
合会に送付する地域生活支援事業サービス提供実績記録票
（CSVファイル）を作成するためのシステム。

4 地域生活支援事業サービス
提供実績記録票

地域生活支援事業費の審査に必要となるサービス内容等が記載
された帳票。地域生活支援事業支払等システムにより電子化対
応を行う。
なお、地域生活支援事業支払等システムで対応するサービス種
類は、移動支援及び日中一時支援とする。

5 一次審査 全国国保連合会が障害審査支払等システムを使用して行う審査
処理のこと。国保連合会に登録されている事業所情報と突合す
る「受付審査」、受給者情報と突合する「資格審査」、請求明
細書と実績記録票等を突合する「支給量審査」から構成される。
大阪府国保連合会では、上記に加えて地域生活支援事業支払等
システムによる突合チェックも含む。

6 障害者総合支援確定情報シ
ステム

大阪府国保連合会に登録されている各種台帳情報や請求情報を
参照するためのシステム。大阪府国保連合会の独自システム。

7 電子請求受付システム 国民健康保険中央会が開発する、障害者自立支援法の施行にあ
たって整備された全国共通の標準システムであり、インター
ネットを経由して事業所からの請求受付を行うシステム。
付随する機能として、請求情報を作成・送信するための「簡易
入力システム」、請求情報を送信するための「取込送信システ
ム」があり、事業所はいずれかの機能を使用しないと電子請求
受付システムに請求情報を送信することができない。

8 Oh!Shien 請求情報の削除申請、一次審査結果や過去の支払決定額等を確
認することができる、事業所向けインターネット情報公開支援
サービス。大阪府国保連合会の独自システム。



地域生活支援事業については、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律

（平成１７年法律第１２３号）第４条第１項に規定する障害者及び同条第２項に規定する障害児

（以下「障害者等」という。）が基本的人権を享有する個人としての尊厳にふさわしい日常生活

又は社会生活を営むことができるよう、地域の特性や利用者の状況に応じた柔軟な事業形態によ

る事業を計画的に実施し、もって障害者等の福祉の増進を図るとともに、障害の有無に関わらず

国民が相互に人格と個性を尊重し安心して暮らすことのできる地域社会の実現に寄与することを

目的としています。

事業の内容に応じて、都道府県や市町村（以下「市町村等」という。）が実施主体となります

が、本会の地域生活支援事業支払等システムで対応するのは、市町村必須事業である「移動支援

事業」、市町村任意事業である「日中一時支援」となります。（※）

また、地域生活支援事業所は、国民健康保険中央会（以下「国保中央会」という。）が開発し

た「電子請求受付システム」（請求明細書）及び本会が開発した「Ｏｈ！Ｓｈｉｅｎ」（サービ

ス提供実績記録票）を使用して、本会へ地域生活支援事業費の請求を行います。

その後、国保中央会が開発した「障害審査支払等システム」（請求明細書）及び本会が開発し

た「地域生活支援事業支払等システム」（サービス提供実績記録票）を使用して、本会において

一次審査を実施します。

なお、審査支払に係る各種スケジュールについては、障害福祉サービス及び障害児支援（以下

「障害福祉サービス等」という。）と同様になります。

※障害審査支払等システムについては、国保連合会に委託できる地域生活支援事業は限定されて

おりませんが、「２．障害審査支払等システムに係るデータ連携について」に記載している各

種情報の連携や単位数台帳の設定に基づいた対応のみ可能です。

１ 概要

－１－

１．１ 概要



１ 概要

①請求開始後～支払いまで（請求～二次審査まで）

時
期

状
況

サービス
事業所等

大阪府国保連合会

市町村独自システム 標準システム

Oh!Shien
地域生活支援事業
支払等システム

電子請求受付
システム

障害審査支払等
システム

サ
ー
ビ
ス
提
供
年
月
＋
１
月

請
求

一
次
審
査

二
次
審
査

請求書
情報

明細書
情報

実績記録票
情報

受付

受付

エラー
通知

エラー
通知

支給量
審査

支給量
審査

受付審査受付審査

資格審査 資格審査請求状況
公開

請求状況を確認後、
・Oh!Shienでの削除申請
・修正後請求情報の再送信
を必要に応じて行う。

差替期間中

二次審査

－２－

地

地

一次審査
結果資料

一次審査
結果資料

１．２ 事務フロー



１ 概要

②請求開始後～支払いまで（二次審査～支払いまで）

時
期

状
況

サービス
事業所等

大阪府国保連合会

市町村独自システム 標準システム

Oh!Shien
地域生活支援事業
支払等システム

電子請求受付
システム

障害審査支払等
システム

サ
ー
ビ
ス
提
供
年
月
＋
１
月

二
次
審
査

給
付
費
請
求
・
返
戻
通
知

サ
ー
ビ
ス
提
供
年
月
＋
２
月

給
付
費
支
払
・
決
定
額
通
知

二次審査

－３－

二次審査
結果登録

二次審査
結果登録

返戻
一覧表

返戻等
一覧表

市町村請
求用資料

返戻
一覧表

返戻等
一覧表

決定額
通知書

決定額
通知書

給付費
支払

返戻
一覧表

給付費
支払

給付費
支払

地

地 地 地

地

地地



２ インタフェース仕様

２．１ インタフェース一覧

－４－

項番 情報名 内容 連携ルート 周期 形式

1
サービス提供
実績記録票情報
（地域生活支援事業）

介護給付費等の請求を行う際に
提出する、サービス提供実績記
録票の情報

地域生活
支援事業所

→
国保連合会

月次 CSV

２．１．１ サービス提供実績記録票情報（入力情報）

項番 情報名 内容 連携ルート 周期 形式

1
地域生活支援事業
返戻一覧表

返戻となる情報を確認するため
のリスト

国保連合会
→

地域生活
支援事業所

月次 PDF

２．１．２ 返戻通知情報（出力情報）



項番 項目名 属性
バイト
数

内容

必須入力
（※1）

備考
移動
支援

日中
一時

1 削除区分 コード値 1 設定しない。

2 受付年月 数値 6
請求受付年月（西暦年月
YYYYMM）を設定する。

◎ ◎

3 提供年月 数値 6
サービスを提供した年月
（西暦年月YYYYMM）を設
定する。

◎ ◎

4 市町村番号 数値 6
受給者証に記載された市町
村番号を設定する。

◎ ◎

5 事業所番号 英数 10 事業所番号を設定する。 ◎ ◎ ※2

6 受給者証番号 英数 10
受給者証に記載された受給
者証番号を設定する。

◎ ◎

7 サービス種類 コード値 2
サービス種類コードを設定
する。

◎ ◎ ※3

8 行No. 数値 3
同一のサービス提供実績記
録票内での連番を設定する。

◎ ◎ ※4

9 日付 数値 2
日を設定する。
例）1日→01

◎ ◎

10 サービス内容 コード値 6

サービス種類を判定するた
めに、支給決定用のサービ
スコード（上2桁サービス種
類、下4桁サービス項目部）
を設定する。

◎ ◎ ※5

11 開始時間 英数 5
開始時間を設定する。
例）10時00分→10:00

○ ○ ※6

12 終了時間 英数 5
終了時間を設定する。
例）11時00分→11:00

○ ○ ※6

13 終了時間翌日フラグ 数値 1
終了時間が当日中（23：59
まで）の場合は「0」、日を
跨ぐ場合は「1」を設定する。

◎ ◎

２ インタフェース仕様

－５－

２．２．１ サービス提供実績記録票情報（地域生活支援事業）

２．２ 項目説明



項番 項目名 属性
バイト
数

内容

必須入力
（※1）

備考
移動
支援

日中
一時

14 備考 英数 50

請求サービスコード（上2桁
サービス種類部、下4桁サー
ビス項目部）、実利用時間
（上2桁時間部、下2桁分
部）、算定時間（上2桁整数
部、下2桁小数部）、算定対
象外時間（上2桁時間部、下
2桁分部）を設定する。

◎ ◎
※7
※8
※9

15 事業所名称 漢字 80 設定しない。

16 受給者氏名カナ 英数 25 設定しない。

17 児童氏名カナ 英数 25 設定しない。

18 サービス種類名称 漢字 50 設定しない。

19 サービス内容名称 漢字 50 設定しない。

20
外出目的、行き先な
ど

漢字 50
外出目的・利用内容・行き
先等をフリーフォーマット
形式で設定する。

○

21 サービス提供者名 漢字 50
サービス提供を行った事業
所担当者名を設定する。

○ ○

※1：必須入力の凡例については、「◎：必須」「○：パターン毎に必須」「空白：不要」とする。

※2：事業所番号については、厚生労働省発出の障害者自立支援給付支払等システムに係るインタフェース仕様書
（共通編）の項目「事業所番号」に倣い、「276」から始まり且つサービス事業所単位で大阪府内で一意となる
10桁の番号を設定する。

※3：サービス種類については、項番10「サービス内容」に設定された決定サービスコード上2桁（サービス種類
部）を設定する。

※4：行No.について、同一のサービス提供実績記録票を判断する同一キーは以下のとおり。
・項番2 受付年月
・項番3 提供年月
・項番4 市町村番号
・項番5 事業所番号
・項番6 受給者証番号
・項番7 サービス種類

※5：サービス内容については、電子請求受付システムよりダウンロードした「地域生活支援単位数表」に設定さ
れている決定サービスコードを設定する。

－６－

２ インタフェース仕様

※6：開始時間及び終了時間について、属性「英数」に記号「:」を含む。



－７－

２ インタフェース仕様

※9：算定時間の単位区分（時間、日数、単位、回）については、地域生活支援事業受給者台帳（支給決定情報）
の「支給量単位区分」に基づく設定となる。

例）算定時間の値が「|0200|」の場合
・支給量単位区分が「時間」⇒算定時間が表す値は「2時間」
・支給量単位区分が「日数」⇒算定時間が表す値は「2日」
・支給量単位区分が「単位」⇒算定時間が表す値は「2単位」
・支給量単位区分が「回」 ⇒算定時間が表す値は「2回」

※7：各内容の間は「|」で連結する。（属性「英数」に記号「|」を含む。）
例1）請求サービスコード「019999」、実利用時間「2時間30分」、算定時間「2時間30分」、

算定対象外時間「40分」の場合
019999|0230|0250|0040

例2）請求サービスコード「019999」、実利用時間「2時間30分」、算定時間「2時間30分」、
算定対象外時間「0分（無し）」の場合
019999|0230|0250|0000

※8：日中一時支援については、算定対象外時間を未設定とする。
例）請求サービスコード「019999」、実利用時間「2時間30分」、算定時間「4時間」の場合
019999|0230|0400|



サービス提供実績記録票情報 ファイル構成図

レコードの編綴（ファイル内の格納順序）

サービス提供実績記録票情報ファイル

サービス提供実績記録票情報レコード
（例：Ａ市Ｂ受給者）

Ａ
市

サービス提供実績記録票情報レコード
（例：Ａ市Ｃ受給者）

サービス提供実績記録票情報レコード
（例：Ｄ市Ｅ受給者） Ｄ

市

事
業
所
単
位
で
1

フ
ァ
イ
ル

２ インタフェース仕様

－８－



－９－

２ インタフェース仕様

２．２．２ 地域生活支援事業 返戻一覧表

No 項目名 内容 備考

①ヘッダー欄

1 タイトル 「地域生活支援事業 返戻一覧表」を表示します。

2 受付年月 対象となる審査年月を和暦で表示します。

3 分類 固定で「障害者総合支援」を表示します。

4 事業所番号 送付対象となる事業所の事業所番号を表示します。

5 事業所名 事業所番号に紐づく事業所名を表示します。

6 出力日 帳票を出力した年月日を和暦で表示します。

7 連合会名 「大阪府国民健康保険団体連合会」を表示します。

【帳票項目説明】

①

②



－１０－

２ インタフェース仕様

No 項目名 内容 備考

②明細欄

8 エラーコード 返戻の原因となったエラーコードを表示します。

9 証記載市町村番号
サービス提供実績記録票に設定された証記載市町村番号を表示しま
す。

10 証記載市町村名 証記載市町村番号に紐づく市町村名を表示します。

11 受給者証番号 サービス提供実績記録票に設定された受給者証番号を表示します。

12 受給者氏名 受給者証番号に紐づく受給者氏名（カナ）を表示します。

13 サービス提供年月
サービス提供実績記録票に設定されたサービス提供年月を和暦で表
示します。

14 種別
返戻となった様式に応じて、1文字で表示します。
・サ：サービス提供実績記録票

15 サービス種類
返戻となったサービス提供実績記録票に応じて、表示します。
・移動支援の場合、「01」
・日中一時支援の場合、「02」

16 備考 備考を表示します。

17 注釈 「種別」及び「サービス種類」に対する凡例を表示します。



インタフェース仕様書修正履歴

（令和７年５月１日現在）

No. 版数 ページ 修正前 修正後

1 令和７年４月 －７－

※7：各内容の間は「｜」で連結する。（属性「英数」に記号「|」を含む。）

　　  例1）請求サービスコード「019999」、実利用時間「2時間30分」、算定時間「2時間30分」、

　　　　    算定対象外時間「40分」の場合

　　　　    019999｜0230｜0250｜0040

　　  例2）請求サービスコード「019999」、実利用時間「2時間30分」、算定時間「2時間30分」、

　　　　    算定対象外時間「0分（無し）」の場合

　　　　    019999｜0230｜0250｜0000

※8：日中一時支援については、算定対象外時間を未設定とする。

　　  例）請求サービスコード「019999」、実利用時間「2時間30分」、算定時間「4時間」の場合

　　　　  019999｜0230｜0400｜

※7：各内容の間は「|」で連結する。（属性「英数」に記号「|」を含む。）

　　  例1）請求サービスコード「019999」、実利用時間「2時間30分」、算定時間「2時間30分」、

　　　　    算定対象外時間「40分」の場合

　　　　    019999|0230|0250|0040

　　  例2）請求サービスコード「019999」、実利用時間「2時間30分」、算定時間「2時間30分」、

　　　　    算定対象外時間「0分（無し）」の場合

　　　　    019999|0230|0250|0000

※8：日中一時支援については、算定対象外時間を未設定とする。

　　  例）請求サービスコード「019999」、実利用時間「2時間30分」、算定時間「4時間」の場合

　　  019999|0230|0400|
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